







r漢語方言詞涯』によれば,西 安方言には4つ の声調があ り,陰 平21・陽平
くめ
24・上声53・ 去声45と なっている。また連読変調については,陰 平調字が陰平
調字の前において調値が21か ら24-(陽 平本調の調値に同じ)に 変わ り,そ の
ゆ












陰 平21 24一 (不変) (不変) (不変)
この記述に従 う限 りでは,上 声には変調など存在 しないようであるが,同 書
の内容を詳しく見てい くと,変 調例は皆無ではない。それらを取 り出したもの
が以下の例であるが,検 索の便を考え,各 単語には 『漢語方言詞涯』の頁数を





295.洗 澡53×124tsauss上 声 → 陽 平 一
くヨラ
327.打 冷 戦ta53241aTJ53t§ 免45上 声 → 陽 平 一
〔乙 類 〕
ゆ
20.日 向午 端lanaiusstu麁21陰 平
32.老 虎1αuxu°'上 声 → 陰 平 一
35.老 鼠1αufu° 上 声 → 陰 平 一
59.媽 蟻mα1'i53上 声 → 陰 平 一
くゆ
64.爪 子pfa2itsi陰 平
83.水 果feiiikuo53上 声 → 陰 平 一
199.指 甲ts慣tai(ゴ 上 声 → 陰 平 一
203.小 伏 子giαulxuo'ts1上 声 → 陰 平 一
211.土 匪t`oulfei53上 声 → 陰 平 一
311.眇 咀ts`au5saitsuei53上 声 → 陰 平 一
くの
405.我 的 聯2ti'陰 平
くの
406.珎 的1121ti° 陰 平







声214が35一に変調するのはA類 に属すものであ り,21一 に変調するのは,B類
に属すものである。陰平 ・陽平 ・去声は変調しないのでC類 に含め られる。
さて,上 にあげた西安方言に見られる上声の変調例は全てA類 に属している
が,こ れは どのような意味を持つのであろ うか。




の場合,具 体的にどの方言か ら借用したのかを示 さねばならず,簡 単に解決で
きそうに見}て 実はなかなか難 しい。被借用方言が政治的 ・文化的に借用 した
側より優勢であ り,且 つ,パ ターンを同じくする連読変調があること(或 いは
あったこと)を 示さなければならないか らである。
§2.基 層 と 表 層


















表2に おいて,表 層甲は,上 声がどの声調の前にあっても変調 しないことを
示 してお り,上 声に普遍的な変調が見られないという点では,西 安方言は,表
層甲に属すものと考えてよい。表層乙は,上 声が上声(或 いは上声に由来する
軽声)の 前に来た場合,陽 平声に変調することを示してお り,こ のパターンは
西安方言には見られないが,北 京方言と併せて考えることは,問 題を解 くうえ
で有効と思われるため,特 に設けたものである。
基層甲は,上 声が上声(或 いは上声に由来す る軽声)の 前に来た場合,陽 平
声に変調することを示 してお り,同 じく基層乙は,上 声が上声(或 いは上声に
由来する軽声)の 前に来た場合,陰 平声に変調す ることを示 している。両者は
共に上掲の特殊な変調例か ら再構したものである。
上にあげた例はいずれ も普通の変調規則(表2に 言 う表層甲における変調規
則,実 際には上声は変調 しない)通 りの変調ではない。これ らの単語がいつ頃
から西安方言で使われるようになったのか,詳 しくはわか らないが,甲 類例の
ために陽平声に変調 したパターン(基 層甲)を,ま た,乙 類例のために陰平声
に変調 したパターン(基 層乙)を たてたわけである。ただ,基 層甲は,所 属す
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る例が少ないことでもあ り,そ れ らが表層乙の変調パターンをもつ方言から借
用 されたと説明できるのであれば,は ずすこともできるであろ う。括弧()
を附したのはそのような意味からである。当然のことであるが,基 層の変調パ
ターンは過去のものであ り,そ の層に属す例は破読 という形で散発的にしか見
られず,お まけに時間の推移と共に減少する一方なので,そ の採集 ・記録は早
めに行われねばならない。基層乙にも北京方言をあげておいたが,や は り上記
の理由によるものである。
§3.基 層 のひ ろが り
北京方言の基層は,実 はここにあげた基層乙のように単純 な もの ではない




この単語は 「梯己」とも書かれる。 現代の我kの 目か らすれば,ti一 と陰
平声に読んでもらいたいのに,わ ざわざ間違って発音されやすい上声字を
選んで当てるのは理解 しに くいが,厂 体己」は表2の 基層乙(或 いは基層
乙 と同一の変調パターンを持つ方言)に 属す形なのであ ろ う。 これ に対




「縹 緲 」 は また 厂縹 眇」・「縹 渺 」・「驃 眇 」・厂飄 渺 」・厂飄 眇 」 とも書 か れ る
が,前 の4例 は表2の 基 層 乙(或 い は 基 層 乙 と同 一 の変 調 パ タ ー ンを持 つ
方 言)に お け る形 で あ り,後 の2例 は この よ うな 変 調 の な い層 に属 す 形 で










これ らの例以外にも,「 侮辱」 という単語は,表 層(表2の 表層乙)の 規則
に従って読めば,当 然wu一 と陽平声になるが,基 層(同 基層乙)の 規則に従
って読めば,WLI一 と陰平声になるわけであ り,例 があるのではないか と期待さ
れるが,残 念なことに,体 己や縹緲のように破読として残ってはいない。では
あるものの,厂 汚辱」とい う単語があ り,こ れは基層乙の変調パターンがない
層(或 いは方言)に 属す形であって,wu一 と陰平に読 まれている。基層乙が存
在 した可能性は,こ のような例によっても更に確からしいものに思われる。
ロの
と こ ろで,"関 于 〈普 通 話 異 読 詞 審 音 表〉 的通 知"に よれ ば,「 指」 は 今 後
破 読 を 廃 し,一 律 にzhiと す る こ と とな っ て い る。 「指 甲」 が これ までzh3・
・.y
piaで あ った の をzhi・ji首 に改 め る とい うこ とで あ るが,実 際 の音 声 と して は,
「鄒 里 」 と同 じパ タ ー ンでzhi一 と陽 平 声 に発 音 す るの で は な しに
,厂 姐 姐 」 や
厂11」 の よ うな パ タ ー ンで半 三 声 に 読 め とい うこ とで あ ろ う
。 下 字 が 上 声 の
例 で は な い が,「 指 頭 」 もまたzhitouか らzhitouに 変 わ る の で あ ろ う。 基
層 の 変 調 パ タ ー ンの痕 跡 が 一 つ また 一 つ と 目の 前 で 消}よ うと して(或 い は 消
ロの
されようとして)い るが,こ のような状況を目の当た りにできることは,、滅多
にあることではないとは言え,単 純に目撃できて幸せだと喜んでいいのか,悲
しむべきなのか,こ の操作が人為的である分,複 雑な気持ちである。ただ,上
の人間がい くら頑張ったところで,"約 定俗成"に は時間がかか り,果 た して
ロロ
どの 程 度 に 定 着 す るの か,じ っ く り見 て 行 きた い と思 う。
注
(1)『 漢語方言概要』)/Yよれ ぽ,陰 平31・ 陽平24・ 上声42・ 去声55で あ る。
(2)こ の変調後 の陽平声 と本来の陽平声 とが果た して全 く同 じ調値を持っているのか,
とい う議論 もあると思 うが,こ こではこの問題 には立ち入 らず,両 者 に違 いはない も
のとして,論 を進め る。以下,連 読 変調に 由来す る陰平声の調値 と本来のそれ との問
題)'Yついても同様Y'扱 う。 これは,客 観的な観察 と,話 し手 の主観的な意識 との間に
さしてずれが認め られ ないか らであ る。
(3)ち なみに同 じ.327頁¥Y打戦tα53t§詑45が あ り,変 調 していない。
(4)駒 午端 §αηllu53tu麁21の 誤 りであろ う。ついでに言 えば,93.皰 午飯 §αη53u°
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fX45は,第 二音節が軽声のためか ど うかわか らないが,変 調 していない。
(5)爪 子Pfa2its1° の誤 りであろ う。
(6)我 的 ηaellti°の誤 りであろ う(意 味は 「我們」)。同所Y>は 更に我們 η053me° の
例があ り,変 調 していない。
(7)祢 的53×121ti°の誤 りであろ う(意 味は 厂像們 」)。同所V'は 更に祢們 島i53me'
の例が あ り,変 調 していない。なお,408頁 に我的 ηe53ti°(意味は 「我的」)が あ り,
409頁 には祢的 恥i53ti°(意味は 「怺的J)が あ り,い ずれ も変調 していない。
(8)下 字声調が陰平 ・陽平 ・去声の場合,上 字が どの ように変調す るかについては,拙
稿 「関于北京話上声的特殊変調」に詳 しい。表2で 北京V'弧 〔 〕をつけたのは,
ここで は上声+上 声 のパ ター ソしか取 り上 げてお らず,全 てを カバー していないか ら
であ る。
(9)『 文選』に木華 「海賦」"群 山縹眇,餐 玉清涯。"と 王延寿 「魯霊光殿賦」"忽驃眇
以響像,若 鬼神之彷彿。"が ある。飄眇は 『文選』「成 公綏嘯賦」"洌 飄眇而清昶。"が
あ る。
⑩ この2例 は,田 中秀 ・鳥居鶴美共著 『華語破音字例解』(序 文1955年,永 和語学社)
に よる。
⑪ 『京 本通俗小説』厂錯斬崔寧」に"叙 了些寒温,魏 生起身去解手。"があ る。
⑫ この例 は,徐 世栄 「普通話語音和北京土音的界限」(『語言教学与研究』1979年 第1
期所収)に よる。
⑬1985年12月27日 公布。
⑯ 身体 名称を表わす基本語彙であることを考えた場合,消 され ようとしている,と 言
った方 が正 確であろ う。
⑮ 『新 華字典』(1988年 新訂第6版)に は俗読が挙 げ られている。例えば,「外貨兌換
券」 の 厂券」は本来duihuanquan又 はwaihuiquanと い うふ うに有気音で あ るは
ずだが,実 際には誰 もそ う発音せず,juanと 無気音に読んでいる。 恐 らく 厂巻」か
ら連想 した百姓読みであろ う。俗読 を載せ ることは事実をあ りのままに捉える とい う
点で よろこぼ しい こ とで あ り,と す れば,「 指甲」をzhijiaと 読み,「 指頭」を
zhitouと 読 むことも,将 来俗読 として残 され るかも知れない。 字書に 載せ るべ き俗
読 と載せずYiii視 すべ き俗読 との境界線を どこで引いてい るのか,知 りたいものであ
る。
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